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	受付番号


平成２２年度愛知ナノテクものづくりクラスター成果活用促進事業

提　案　書

平成　　年　　月　　日

財団法人科学技術交流財団

　理事長　　松尾　稔　　　様
住所



名称

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　印
（機関代表者名）


　平成２２年度愛知ナノテクものづくりクラスター成果活用促進事業（技術開発推進事業）について別添のとおり提案書を提出します。



提　案　書
事業区分：　技術開発推進事業
テーマ名：
	　


技術開発の概要：
	


活用する知的クラスター創成事業の成果（技術シーズ）：
	


技術開発期間：
平成　　年　　月　～　平成　　年　　月　（　年間）
代表機関名：

総括責任者：
	会社名
	
	所属
	

	役職
	
	氏名
	

	住所
	〒

	TEL
	
	FAX
	

	E-mail
	



技術開発チーム・構成員（代表機関を含めて記載）：
【企業①】
	会社名
	
	所属
	

	役職
	
	氏名
	

	住所
	〒

	TEL
	
	FAX
	

	E-mail
	


【大学等①】
	機関名
	
	所属
	

	役職
	
	氏名
	

	住所
	〒

	TEL
	
	FAX
	

	E-mail
	




１．技術開発の背景
①市場ニーズと産業界の状況
	【市場ニーズ】

【市場、産業界の状況】




②本技術開発の必要性
	【必要性】

　


２．技術開発内容
1 技術開発の目標　
	【最終目標】

【初年度終了時の目標】

【現状】




2 目標を達成するうえでの課題・問題点と具体的な解決方法等　
	



③技術開発実施内容　　
	



　※技術開発の概要（目的、目標、方法、内容等）を表現した図を添付すること。
　
④自社の強みなど知的クラスター創成事業の成果（技術シーズ）以外に活用する技術
	【新たに活用する技術の概要】

【保有技術の概要】

【活用する技術の優位性・新規性】




⑤技術開発体制
	



　※技術開発事業を実施する上での各構成員の関係・役割を示す図を添付すること。

⑥技術開発計画　
	実施項目
	実施機関
（実施場所）
	H　年度
	H　年度

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


⑦経費
　別紙１－１（経費総括表）
　別紙１－２（経費内訳表）のとおり
3． 事業化計画
①本技術開発が目標とする事業化内容（ビジネスプラン）
	【事業内容（ビジネスプラン）】



②事業化の目標
	【技術開発事業終了後５年間のマイルストーン】




③事業化に向けた課題及び解決方法
	



④委託研究終了後５年間に見込まれる事業化計画（損益計算書）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)
	
	1年目
	２年目
	３年目
	４年目
	５年目

	売上高
	
	
	
	
	

	(うち本事業成果)
	
	
	
	
	

	売上原価
	
	
	
	
	

	(うち本事業成果)
	
	
	
	
	

	売上総利益
	
	
	
	
	

	(うち本事業成果)
	
	
	
	
	

	販売費及び一般管理費
	
	
	
	
	

	営業利益
	
	
	
	
	


４．成果の市場性及び波及効果
①成果の優位性及び市場性
	【成果の優位性】

【成果の市場規模】




②地域産業への波及効果
	



５．他の公募事業への申請状況
	



６．総括責任者について
　別紙２(総括責任者経歴書）のとおり
　
７．参加する技術開発者について
　別紙３(参加技術開発者一覧表）のとおり
８．代表機関・構成企業について
　別紙４(構成企業概要書のとおり）



※　本技術開発事業の成果が県経済（市場、産業界等）に及ぼす経済的・技術的波及効果について、具体的に記述してください。





※　本技術開発事業成果の予想される市場規模を積算根拠などを明示しながら具体的に記述してください。





※　委託開発終了後５年間の事業化計画を損益計算表の形式で記述してください。








※　提出する書類については斜体字部分を削除して提出してください。





※　①で設定した事業化のためのマイルストーンを達成する上で発生すると思われる課題を箇条書きで記載し、その解決る方法について年度ごとに記述してください。








※　年度ごとのマイルストーンを箇条書きで記載してください。





※　経費内訳表については平成２１年度分のみ記載してください。





※　複数年事業を提案する場合は2年目の内容を記載してください。





※　左枠の実施項目別に、参画機関名、実施場所はかっこ内に記載してください。


※　実施場所は、事業所名、所在地まで記載してください。





※　技術開発チーム内の役割分担や連携が理解できる図及び文章で記載してください。





※　技術ごとに、箇条書きで明瞭・簡潔に記載してください。








※　技術開発を実施するうえで活用する保有技術について


機関ごとに、箇条書きで明瞭・簡潔に記載してください。





※　技術開発を実施するうえで活用する技術について


機関ごとに、箇条書きで明瞭・簡潔に記載してください。





※　技術開発期間内に実施する具体的な内容について、実施項目毎に、簡潔・明瞭に記載してください。


※　技術開発全体計画において、当該年度の技術開発内容や位置づけを明確に記述してください。


＊　技術開発内容の新規性・独創性について明確に記述して下さい。





※　③の技術開発実施内容に掲げた実施項目を記載してください。





※　箇条書きで予想される課題・問題点およびその解決方法を箇条書で記載してください。





※　それぞれの目標に対応する現状の達成度を具体的に記載してください。


（例えば、装置・製品であれば目標とする仕様等の具体的目標値）





※　最終目標を達成するに必要な21年度終了時の達成すべき技術開発の具体的目標を箇条書きで記載してください。


（例えば、装置・製品であれば目標とする仕様等の具体的目標値）





※　事業終了時に達成すべき技術開発の具体的目標を箇条書きで記載してください。


（例えば、装置・製品であれば目標とする仕様等の具体的目標値）





・事業化に向けての提案した技術開発の必要性について、どのような事業化、展開を考えているかも含めて記載してください。





※　採択の場合、機関名は公開予定です。





※　技術開発に携わる技術開発責任者を記載し、複数の場合は表を追加してください。





※　企業においては、代表者又は機関代表者の印を押印ください。





※　採択の場合、氏名・所属・役職は公開予定です。





※　共同研究チーム全体の総括責任者を記載ください。





※　「活用する技術シーズ」の概要、「シーズを有する研究者名」を記載してください。 


※　提案における「活用する技術シーズ」の特徴、活用方法、活用によるメリット等を記載してください。





※　目標とする具体的な製品像など技術開発全体の概要を２００字以内で簡潔・明瞭に記入してください。　　


※　採択の場合、技術開発の概要は原則公開予定です。 　　








※　採択の場合、テーマ名は公開予定です。 



















































































・本技術開発事業終了５年後に目標とするビジネスプラン





※　技術開発により解決される課題や期待されるメリットが分かるように記入してください。





※　現在の市況あるいは産業界の置かれている状況等、課題抽出に関する背景について記入してください。





※　本技術開発事業成果の市場における優位性について既存製品との差別化を明確化するなど具体的に記述してください。





※　本提案と類似内容を、他の公募事業へ重複提案している場合、その内容を具体的に記載して下さい。この項目に虚偽記載が判明した場合、採択を取り消すことがあります。


※　記載項目例：申請状況、申請（予定）日、採択（予定）日、テーマ名（相違点）、・研究事業実施者（委託先・再委託先）、応募先団体、応募事業名、研究期間、金額　等





※　代表機関についても別紙４に記載してください。


※　添付書類として、過去２期分の決算報告書及び会社パンフ等会社概要の分かる資料を各１部添付してください。 
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